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１１１１. . . . はじめにはじめにはじめにはじめに

　近年、鋼橋建設の合理化・省力化や床版の耐久性向上等の観点から、ﾌﾟﾚｷｬｽﾄＰＣ床版を有する少数合理化

桁の建設が盛んに進められている。ﾌﾟﾚｷｬｽﾄＰＣ床版を広幅員の鋼橋に採用した場合、輸送時における重量や

寸法等の制限により、床版支間方向に分割する必要がある。分割版の従来の接合方法は、予めｼ-ｽ管を配置し

た分割床版を鋼桁上に搭載後、ＰＣ鋼線の挿入・緊張・ｸﾞﾗｳﾄ作業の順で施工を行っており、現場作業が煩雑

で工期が長くなる傾向にある。また、昨今ｸﾞﾗｳﾄの施工不良等の問題が顕在化し、品質向上も要求されている。

　このような問題に対処する１方法として，予めﾌﾟﾚｸﾞ

ﾗｳﾄﾀｲﾌﾟのＰＣ鋼線をﾌﾟﾚｷｬｽﾄ床版内に配置し、その端

部同士を接合具により接続・一体化する構造を提案す

るものであり、現地でのＰＣ鋼線ｾｯﾄ作業及びｸﾞﾗｳﾄ作

業の省略、品質の向上を図ろうとするものである。

　本文では、桑名高架橋での適用を予定しているＰＣ

床版縦継手構造の妥当性確認のために実施した載荷実

験および解析結果について報告するものである。

２２２２. . . . 対象橋梁対象橋梁対象橋梁対象橋梁

　ＪＨ第二名神高速道路桑名高架橋西工事において、

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ PC 床版の縦継ぎ手を採用する桁の標準断面

を図－１図－１図－１図－１に示す。

３３３３. . . . 検討概要検討概要検討概要検討概要

（１）縦継（１）縦継（１）縦継（１）縦継ぎ手構造についてぎ手構造についてぎ手構造についてぎ手構造について

　本継手構造を図－２図－２図－２図－２に示す。主桁上床版断面で

は，負曲げﾓｰﾒﾝﾄの作用による床版上面のひび割れ

や，継手部のﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄと間詰めｺﾝｸﾘｰﾄの界面

剥離などを防止するため，所定のﾌﾟﾚｽﾄﾚｽを導入し

ている。本検討は，継手部の設計強度が確保され

ていることを確認するため，①ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽ導入時に所

定の応力が導入されていること②設計荷重を載荷

しても縦継手部において異常が生じないことを確

認する。

（２）供試体形状および載荷方法（２）供試体形状および載荷方法（２）供試体形状および載荷方法（２）供試体形状および載荷方法

　実験供試体はﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾊﾟﾈﾙを２枚並べ，あらかじ

め配置しておいた PC 鋼線の端部同士をｶｯﾌﾟﾗｰに

より接合させ，間詰めｺﾝｸﾘｰﾄ打設後 PC鋼線を緊

キーワード：縦継ぎ手，接合部，広幅員，ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ PC床版，ﾌﾟﾚｸﾞﾗｳﾄ
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図－３　実験供試体断面形状

図－２　継手構造

図－１　標準断面
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張することにより一体化し，一つの供試体とした。ﾌﾟﾚ

ｸﾞﾗｳﾄ PC鋼線φ21.8を供試体幅 2.17mに 10本配置し，

１本あたり 358kN のﾌﾟﾚｽﾄﾚｽを導入した。また間詰めｺﾝ

ｸﾘｰﾄは，ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ床版と同等の設計基準強度（50N/mm2）

としている。載荷方法は供試体を上下反転させ，主桁

を想定した治具を介しﾊﾝﾁ部中央を1点集中載荷とした。

供試体の支持条件は単純支持とし，継手部に与える負

曲げﾓｰﾒﾝﾄに着目した載荷を行った。供試体の断面形状

および載荷方法を図－３，図－４図－３，図－４図－３，図－４図－３，図－４に示す。

４．試験結果と考察４．試験結果と考察４．試験結果と考察４．試験結果と考察

（１）ＰＣ鋼線緊張時（１）ＰＣ鋼線緊張時（１）ＰＣ鋼線緊張時（１）ＰＣ鋼線緊張時

　本実験供試体では，PC 鋼線接合部のｶｯﾌﾟﾗｰをｼｰｽ管

で覆い，PC鋼線緊張後にｼｰｽ内にｸﾞﾗｳﾄを注入する構造

となっている。そのため，緊張時にこのｼｰｽ管の部分が

中空となる。そこで，ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽ導入時の床版内部の応力

状態を確認するため，ｿﾘｯﾄﾞ要素を用いた立体 FEM解

析と実験供試体緊張時のﾃﾞｰﾀとを比較した。解析ﾓﾃﾞﾙ

は図－５図－５図－５図－５に示すように，本床版構造の対称性から橋軸

直角方向に短冊状に切ったﾓﾃﾞﾙとし，ｼｰｽ部分は中空と

した。解析結果を図－６図－６図－６図－６示す。同図より，実験値と FEM

解析結果と設計値（理論値）がほぼ同一直線上にあり，

ｼｰｽ管の断面欠損による応力分布の急変はほとんどな

いと考えられる。

（２）負曲げ載荷実験（２）負曲げ載荷実験（２）負曲げ載荷実験（２）負曲げ載荷実験

　設計荷重時まで載荷した場合の実験供試体の内部応

力状態を図－７図－７図－７図－７に示す。実験値と設計値とはほぼ一致

しており，設計荷重載荷時においても，今回の縦継ぎ

手構造は問題のない構造であることが確認できる。

　なお，今回の実験では，実橋の寸法を再現している

ため，予想通りﾊﾝﾁ部から一般部への断面変化位置にお

いて終局曲げ破壊が生じたが，接合部は健全であった。

５．まとめ５．まとめ５．まとめ５．まとめ

　PC床版縦継ぎ手構造に対する実験・解析検討につい

て得られた結果を以下に列記する。

①ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽ導入時に中空構造（水平長断面欠損率 46%）

により影響されると思われた応力分布等の乱れは

FEM 解析結果および実験結果ともに認められず，

設計値どおりのﾌﾟﾚｽﾄﾚｽが導入されたと考えられる。

②設計荷重載荷時の設計値と実験値とに多少の差異は

あるものの，ほぼ同様な応力分布性状が示された。

　以上より，接合構造の妥当性が検証されたと考える。

図－４　載荷方法

図－５　FEM解析ﾓﾃﾞﾙ

図－６　PC鋼線緊張時の応力分布

図－７　設計荷重作用時の応力分布
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